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バ レエ作 品 の中 に はそ の振 付家 の信頼 す る メ

ソッ ドを知 る ことによって, 作 品への理解が深 ま

る もの もある。その ような振付家 とメソッ ドの関

係 の一つがアシュ トン(1904-1988)と チ ェケ ッ

テ イー(1850-1928)で あ る。

歴 史的な背景 と して は, イギ リスで は1920年 代

か ら80年 代 前半 までチ ェケ ッテイー ・メソッ ドが

優勢 であった といえる。実際 にチ ェケ ッテ ィーが

ロ ン ドンに滞在 し教 えていたの はバ レエ ・リュス

を引退 した1918年 か ら25年 までで, そ の 間に多 く

のダ ンサ ーや教 師 を指 導 した。結果 と して当時の

イギ リス の ダンサ ーた ち はチ ェケ ッテ ィー ・メ

ソッ ドに よって訓練 され るか, そ の影響 を強 く受

けた教 師か ら教 えを受 けた ことになる。草創期 の

イギ リスのバ レエを支 えたニネ ッ ト ・ド ・バ ロワ

とマ リー ・ラ ンバ ー トもチ ェケ ッテ ィーの弟子 で

あ った。 しか し, フ レデ リ ック ・ア シュ トンは

チェケ ッティー 自身に師事 したわけではない。ア

シュ トンがバ レエを始 めたのは22年 でロン ドンで

ス タジオを開いていた レオニ ド ・マシー ンの もと

である。 アシュ トン曰 く 「チェケ ッテ ィーのポー

ル ・ド・ブラのスタイル とその美 しさを学 んだの

はマシー ンか らであ る。」(Vaughan, 1977, P.

7)そ の後マ シーンはロシアに戻 る とき彼 をラン

バ ー トの所へ送 った。 そこで彼女 はアシュ トンの

中にダンサ ー としてよ りも振付家 としての才能 を

見 出 し, 彼 は26年 『フ ァッシ ョンの悲劇』で振付

家 デビューを果 た した。28年 には一年弱, イ ダ ・

ルビンシュタイン舞踊 団にダ ンサ ー として参加 し

ニジンス カの作品 を仕上 げてい く稽古 の過程か ら

多 くを学んだ とい われ ている。 マシーン もニ ジン

スカ もデ ィアギ レフの も とにい た時代 チ ェケ ッ

ティーの クラス を受 けていた。 ド ・ヴ ァロワとの

最初の仕事 は31年9月 で, 後 に現在の英国 ロイヤ

ル ・バ レエ団の前身で あるヴィグ ・ウェールズ ・

バ レエ団 に入団す ることとなった。88年 に亡 くな

るまで に80以 上 もの作品 を残 した。

アシュ トンがチ ェケ ッティーのアンシェヌマ ン

の多 くを学 んだの は, 彼 が ロ ン ドンを去 る とき

マ ーガレッ ト ・クラス クによって引 き継がれたス

タジオで あ った。 これ らは週 単位 のパ ター ンの

セッ トで一週 間のそれぞれ一 日一 日が異なったテ

クニ ックに重点 を置 くもの と して アレンジされて

い る。それはブ ラシスの理論 を発展 させた もので

あ る。アシュ トンは本 来訓練のための動 きである

クラスでのア ンシェヌマ ンを振 付の素材 として作

品 創 作 の 出 発 点 と し た 。 例 え ば 『Valentine's

Eve』(1935)の パ ・ ド ・トロ ワ はチ ェ ケ ッ

ティーの土 曜 日のステ ップのい くつか をもとに し

て作 った ものであ るとPeggy van Praaghは 語 って

いる。(Vaughan, D., 1977, P.115)こ れ まで

に指摘 されて きた アシュ トンがチェケ ッテ ィー ・

メソ ッ ドの影響 を強 く受 けている点 をま とめると

以下 の通 りとなる。 ・クラスでのア ンシェヌマ ン

の引用 ・ア レグロにおける重心 と方 向の素早い転

換 ・エ ポールマ ンの多用 ・イタ リア ン ・シャ ッセ

や'マ ーキュ リー'ア チチ ュー ドの使用

バ レエ は とか く脚(足)ま たはス テ ップを中心

的 に考 えが ちだが, そ れが関連す る腕や手の配置

やそ の描 く軌道へ の関心 に乏 しけれ ば, 身 体全体

の調和の とれたバ ラ ンス を歪めて しまうことにな

るの は明 らか である。 その調和 をアシュ トンは重

要 と考 えてい たので両方の腕の動 きのバ ランスば

か りで な く, 腕 と脚 の間の関係 も考 えたバ ランス

を保 つ ように細心 の注意 を払 ったチ ェケ ッテ ィー

のポール ・ド ・ブラの ようなエ クセサイズ を必要

とした。チ ェケ ッティー ・メソッ ドでのポール ・

ド ・ブ ラのセ オリーは 「腕 は踊 りの中で絶え間な

く動 いてい る。それ は常 に体 の他 の部分, と りわ

け脚 との コーデ ィネー トを考 えなが らでな くては

な らない。(中 略)舞 踊 において腕 の動 きは脚 の

動 きと同様 に重要で, そ の練習 に どれだけ注意 を

払 わなければな らないか とい うことを理解す るの

は容易 な ことであ る。」(Checcetti.G., 1995, 

P.23)と されてお り, ポ ール ・ド・ブラの重要 性

を説 いている。その中でチェケ ッテ ィーのクラス

やアシュ トンの振付 の中に よく見 られる腕 のポジ

シ ョンが'マ ーキュ リー'ア チチ ュー ドと呼 ばれ

るイ タリア派 の特徴 的なポジシ ョンで ブラシス は

こ れ をBolognaの マ ー キ ュ リー像 に 由来 す る と

い っている。 それはパ ブロワが わざ と異 なった形

にポーズ を してそれを直 してい るチ ェケ ッティー

を撮 った写真 と 『田 野の出来 事』(1976)の リ

ハ ーサ ルで シーモア とダウエル を指導す るアシュ

トンの写真 の中に見 る事がで きる。それ はアシュ

トンの晩年の作品であ るので, 彼 が生涯変わ るこ

とな くチ ェケ ッティー ・メソッ ドを忠実 に信頼 し

ていた こ とが うかが える。

アシュ トンは偉大 な振付 家 との認識 もあ るが, 

幼 い頃か らバ レエ を していたわけで はな く始めた

ときにはすで に十八歳 にな っていた。ほぼ大人 に

なって 自らの意志でバ レエ を志 した彼 には, 子供

の頃か ら体 に覚 え込 ませ るように訓練 を重ねたほ

かの ダンサーた ちとは異 なった形 でその メソッ ド

の意味 を理解す ることもあ ったのではないか と思

われ る。 自らがバ レエ を早 く習得 したい との思い

を強 く持 った ことか らメ ソッ ドへ の信 頼 は厚 く

な ったのでは ないだ ろうか。それは多様 な彼 の作

品 に共通す る特徴 とい うことも可 能である。
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